
まえがき＝日本のアーク溶接技術は，鉄骨・造船・自動
車などの種々の産業分野における中核的な生産加工法と
して，その時々の社会的あるいは経済的ニーズに対応し
ながら発展してきた。景気の低迷，産業の空洞化，国際
競争の激化などの厳しい経済情勢の中で，溶接技術は，
が増加し，特に FCW

が伸びている。2003 年での品種構成比は，マグ溶接ワイ
ヤが 73％（ソリッドワイヤが 47％，FCWが 26％），被
覆アーク溶接棒が 15％，サブマージアーク溶接材料（以
下，SAW溶材）が 11％，その他が 1％である。マグ溶接
ワイヤが多いのは，「溶接の自動化・ロボット化」の進展
と対応している。なお，ソリッドワイヤを主体とする輸
入品の割合は全需要量の約 15％であるが，至近において

やや増加している。
　次に，日本溶接協会の「溶接材料の使用動向に関する
調査結果

4）」によると，自動車，産業機械ではソリッド
ワイヤが多く，造船では FCWが主流である。建築・橋
梁ではソリッドワイヤが多いが，FCWが増加している。
また，SAW溶材が多いボイラ・貯塔槽でも，ワイヤ比率










